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市Ｐ連シンボルマーク

子どもたちが新世紀の担い手として成長してくれる

ことを願い、「あきたっ子」としました。

市 Ｐ 連 だ よ り

３年生は、首都圏の下町職人体験
で江戸の文化について学びまし
た。

秋田市立雄和中学校　今年度の総合的な学習から

２年生は、秋田市内への２日間の
職場体験で、働くことの意義につ
いて深く学びました。

１年生は、雄和地区の職場で、地
域の特色を知り、身近な人々から
学びました。

南極越冬隊員の井熊英治先生から南極の
越冬隊員の仕事や生活、夢をもつことの
大切さについて学びました。

雄和消防署で放水訓練体験

秋田空港スタッフ体験

洋服店で接客体験

スーパーマーケットで商品陳列体験

江戸文字提灯づくり体験

職場体験学習で学んだことやテーマに基
づいて調査したことを発表しました。

１　職場体験学習

２　総合的な学習の　　時間発表会

３　全校講話会　　「南極クラス」

和菓子づくり体験
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こ
の
度
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰
を
団
体
と
し
て
受
賞
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
長
年
に
わ
た
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
方
々
に
よ
る
地
道
な
活
動
と
、

子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
指
導

の
賜
だ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
続
け
る
中
で
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
や
い
じ
め
、
誘
拐
等
の

犯
罪
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
た
し
ま
し
て
も

家
庭
、
学
校
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
手
を
携
え
て
、
未
然
防
止
や
問
題
解
決
に

向
け
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
日
々
の
生
活
や
仕
事

と
の
両
立
で
大
変
な
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
「
で
き
る
時
に
で

き
る
こ
と
を
」
積
み
重
ね
、子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
、

未
来
を
守
る
た
め
、
よ
り
良
い
環
境
作
り
を
目
指

し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

佐
藤　
　

浩

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
て



阿
部　

隆
志
（
城
南
中
学
校 

前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　

第
五
十
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
秋
田
大
会

　

副
実
行
委
員
長



奈
良　
　

毅
（
飯
島
中
学
校 

前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　

第
五
十
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
秋
田
大
会

　

副
実
行
委
員
長

 

個
人
表
彰

令
和
元
年
度 

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰

　

戸
島
小
学
校
で
は
、
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
、
試
食
ま

で
を
学
校
行
事
と
し
て
全
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

も
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
や
学
校
の
近
く
に
あ
る
国
際

教
養
大
学
の
留
学
生
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
の
も
と
、
行

い
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
学
校
で
す
が
、
実
際

に
稲
や
泥
に
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
地
域
と
の
繋
が
り
や
食
の
大
切
さ
を
知
る
貴

重
な
体
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
感
謝
の
つ
ど
い
で

は
、
収
穫
の
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
皆
で
美
味
し
く
頂

き
ま
し
た
。

広
報
部
長　

鈴
木　
　

香

国際教養大学の留学生の皆さんも一緒に作業をしました刈り取った稲を束ねます「難しいな」

束ねた稲を「くい」に掛けて、天日に干して乾燥させます

老人クラブの方、先生方一緒にランチルームで頂きました

 

団
体
表
彰

　
　

秋
田
市
立
御
所
野
小
学
校

全
校
稲
刈
り
と
収
穫
感
謝
の
つ
ど
い

全
校
稲
刈
り
と
収
穫
感
謝
の
つ
ど
い

戸　島
小学校
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編集に携わって
たくさんの方々からご協力をいただき、おかげさまで第139号を皆
様にお届けすることができました。今号の発行にあたり、お忙しい中編
集作業にお集まりいただいた担当校の方々、並びに寄稿いただきました
皆様に深く御礼申し上げます。来年度も引き続き「あきたっ子」の発行
にご協力をお願いいたします。

秋田市立下浜中学校　ＰＴＡ会長　澁谷　嘉久

★秋田市ＰＴＡ連合会からのお知らせ★

　秋田市ＰＴＡ連合会ホームページから、ご案内の文書
を確認できます。またフェイスブックでは、事業の様子
などをタイムリーに発信しています。

最新情報をお届けしております。

秋田市ＰＴＡ連合会の専門部活動秋田市ＰＴＡ連合会の専門部活動

文
化
研
修
部
担
当
副
会
長

五
十
嵐　

敦　

志

（
秋
田
南
高
校
中
等
部
）

◎
文
化
研
修
部

今
年
度
、
文
化
研
修
部
の
行
事
と
し
て
、『
夏
休
み
親
子
学
習
会
』

と
『
講
演
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

夏
休
み
親
子
学
習
会
は
、
七
月
二
十
八
日
（
日
）
に
「
秋
田
城
史

跡
め
ぐ
り
」
と
題
し
、
史
跡
秋
田
城
跡
と
秋
田
城
跡
歴
史
資
料
館
を

見
学
し
ま
し
た
。
当
日
は
二
十
三
組
の
親
子
が
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
ガ
イ
ド
の
方
に
七
～
九
世
紀
に
か
け
て
の
秋
田
城
の
変
遷

や
、
城
門
・
水
洗
ト
イ
レ
等
の
施
設
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
施
設
を
回
り
ま
し
た
。

講
演
会
に
つ
い
て
は
、
十
月
二
十
九
日
（
火
）
に
『
巻
き
爪
』
や

『
フ
ッ
ト
ケ
ア
』
を
専
門
と
し
た
講
師
二
名
を
招
い
て
、「
足
の
ト
ラ

ブ
ル
解
消
法
」
や
「
靴
の
選
び
方
・
履
き
方
」
に
つ
い
て
の
ご
講
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
七
十
名
程
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
足
の
ト

ラ
ブ
ル
に
悩
む
会
員
が
と
て
も
多
く
、
講
師
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
お
り
、
多
く
の
質
問
が
飛
び
交
っ
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
年
度
の
活
動
に
ご
協
力
頂
い
た
会
員
の
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

九
月
一
日
、
秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
Ｃ
Ｎ
Ａ

ア
リ
ー
ナ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
コ
ー
ト
で
反
響
す
る
母
た
ち

の
か
け
声
、
声
援
、
そ
し
て
熱
戦
に
、
運
営
側
と
し
て
も
大
会
の
醍

醐
味
を
感
じ
ま
し
た
。

九
月
二
十
九
日
の
親
睦
野
球
大
会
は
、
早
朝
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

か
け
つ
け
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
着
用
の
父
た
ち
の
姿
も
あ
り
ま
し
た

が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
開
催
す
る
運
び
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
年
を
振
り
返
り
、
大
会
に
参
加
さ
れ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
熱
い
思

い
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
、
そ
の
思
い
を
応
援
で
き
れ
ば
と
活
動
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
単
純
で
す
が
、
自
分
も
含
め
、「
楽
し
か
っ
た
」
と

思
え
る
場
面
が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

令
和
元
年
度
、
保
健
体
育
部
運
営
委
員
、
補
佐
委
員
の
方
々
も
含

め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
年
間
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

保
健
体
育
部
部
長

上　

杉　

純　

乃

（
土
崎
中
学
校
）

◎
保
健
体
育
部

生
活
安
全
部
で
は
、
七
月
に
部
会
、
部
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
弁
護
士
の
先
生
を
お
招
き
し
、「
児
童
福
祉
法
等
改
正
」
に
つ

い
て
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
つ
け
や
教
育
と
、
体
罰
、
虐
待

の
違
い
に
つ
い
て
は
、
現
在
最
も
身
近
で
、
注
目
視
さ
れ
て
い
る
問

題
で
す
。
実
話
を
元
に
法
律
の
観
点
か
ら
伺
う
事
が
で
き
、
大
変
貴

重
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
円
玉
福
祉
募
金
は
今
年
度
で
四
十
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

各
小
中
学
校
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
十
二
月
に
贈
呈
式
を

行
い
、「
一
生
懸
命
集
め
た
一
円
玉
を
仲
間
達
の
た
め
に
使
っ
て
下

さ
い
。」
、「
一
円
玉
の
数
だ
け
笑
顔
が
増
え
ま
す
よ
う
に
。」
と
、
皆

様
の
温
か
い
気
持
ち
と
と
も
に
、
代
表
児
童
三
名
が
社
会
福
祉
施
設

へ
手
渡
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

生
活
安
全
部
部
長

齋　

藤　

詩　

織

（
豊
岩
小
学
校
）

◎
生
活
安
全
部

今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、「
あ
き

た
っ
子
」
を
無
事
三
回
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

六
月
十
日
（
月
）
に
行
わ
れ
た
会
報
の
作
り
方
研
修
会
で
は
、
秋

田
市
企
画
財
政
部
広
報
広
聴
課
の
奈
良
毅
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
読
者
で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
視
点
で
考
え
、
さ
ら
に
見
や
す
い
会
報

は
ど
う
あ
れ
ば
良
い
か
な
ど
、
制
作
す
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か

り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
各
校

に
持
ち
帰
り
、
会
報
作
り
の
実
践
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
、
内
容
の
充
実
し
た
講
習
会
で
し
た
。

最
後
に
「
あ
き
た
っ
子
」
発
行
に
あ
た
り
、
お
忙
し
い
中
ご
寄
稿

下
さ
っ
た
皆
様
、
編
集
作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
総
務
広
報
部
員

の
皆
様
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
年
間
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
務
広
報
部
部
長

加
茂
谷　

真
由
美

（
下
北
手
中
学
校
）

◎
総
務
広
報
部
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Ｑ　

学
校
運
営
協
議
会
と
は
ど
の
よ
う
な
組
織
で
す
か
？

Ａ　

校
長
先
生
を
含
み
、
上
限
11
人
の
委
員
で
組
織
し
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
町
内
会
の
代
表
者
、
体
育
協
会
の
役
員
、

民
生
児
童
委
員
な
ど
、
こ
れ
ま
で
学
校
、
地
域
の
諸
活

動
に
関
わ
っ
て
き
た
方
々
の
中
か
ら
、
校
長
先
生
か
ら

の
申
出
に
基
づ
き
教
育
委
員
会
が
任
命
し
ま
す
。
な
お
、

学
校
運
営
協
議
会
は
、
年
間
２
回
か
ら
３
回
の
会
議
を

開
催
、
公
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
傍
聴
を

希
望
す
る
場
合
は
、
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
な
り
、
各
校
で
は
ど

の
よ
う
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ　

取
組
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
か
ら
、
各
校
と
も
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
ふ
る
さ
と
先
生
」「
子
ど

も
の
見
守
り
活
動
」「
地
域
合
同
行
事
」
等
を
充
実
さ

せ
る
た
め
の
手
立
て
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
工
夫
・

実
践
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
同
様
、
各
校
の
取
組
を

共
有
す
る
会
議
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
連
絡
協

議
会
）
を
開
催
す
る
な
ど
、
今
後
も
各
校
の
取
組
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

秋
田
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
支
援
し
合
う
体
制
の
充
実
〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
〜

　

市
立
小
・
中
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
各
校
の
特
色

や
地
域
性
を
生
か
し
た
「
絆
づ
く
り
教
育
プ
ラ
ン
（
各

校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）」
の
も
と
、
学
校
と
家

庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
絆
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
学
校
評
議
員
制
度(

※)

を
活
用
し
、
地
域

や
保
護
者
の
方
々
か
ら
の
意
見
を
学
校
運
営
に
生
か
す

な
ど
し
て
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
社
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
た
く

ま
し
く
生
き
て
い
く
力
を
育
む
た
め
に
は
、
学
校
と
家

庭
、
地
域
の
連
携
・
協
働
体
制
を
築
い
て
い
く
取
組
が

今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
方
々

か
ら
学
校
教
育
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
や
関
係

団
体
の
声
を
積
極
的
に
生
か
し
た
学
校
運
営
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校
が

地
域
社
会
に
関
わ
り
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
令

和
元
年
度
か
ら
、
学
校
運
営
協
議
会
制
度
を
導
入
し
、

全
て
の
小
・
中
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に

指
定
し
ま
し
た
。

コミュニティ ・ スクールのイメージ

　これまで、校長先生は５名程度の学校評議員から意見を聞
き、その内容を学校運営に反映させてきました。
　今年度からは、校長先生の学校運営方針のほか、地域連携
のあり方などについても学校運営協議会の中で協議・合意し、
それぞれの立場や役割に応じてできることを考え、実践して
いきます。これにより、各関係団体の活性化も期待できます。

※ 学校評議員制度との違い

今
年
度
、
各
校
に
お
い
て
協
議
さ
れ
た
内
容(

右
記
以
外
の
例)

・
企
業
連
携
や
農
業
体
験
な
ど
地
域
性
を
生
か
し
た
活
動
の
あ
り
方　

・
教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
状
況　

・
授
業
参
観
の
あ
り
方　

・
学
校
適
正
配
置　

・
生
徒
会
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
の
充
実　

・
幼
保
と
小
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

・
運
営
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
に
つ
い
て

秋
田
市
教
育
委
員
会
学
校
適
正
配
置
推
進
室

　

学
校
適
正
配
置
に
関
す
る
地
域
協
議
を
進
め
て
い
ま
す

◎
学
校
適
正
配
置
の
基
本
方
針
の
策
定

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
に
「
秋
田
市
小
・
中

学
校
適
正
配
置
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
全
市
的
な
観
点
の
下
、

児
童
生
徒
数
が
減
少
し
て
も
一
定
規
模
の
集
団
に
よ
る
良
好
な
教

育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
市
内
七
つ
の
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

将
来
の
学
校
数
の
上
限
を
定
め
ま
し
た
。

◎
望
ま
し
い
学
校
の
組
合
せ
に
つ
い
て
の
地
域
協
議

　

将
来
の
小
・
中
学
校
の
望
ま
し
い
あ
り
方
（
適
正
配
置
）
の
実

現
に
向
け
て
、
今
年
度
か
ら
七
つ
の
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
設
置

し
た
協
議
会
で
保
護
者
や
地
域
住
民
の
方
々
と
の
協
議
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
よ
り
良
い

教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
協
議
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
協
議
会
に
お
い
て
、
統
合
の
方
向
性
が
決
ま
っ
た
地
域
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
か
ら
、
学
校
統
合
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
関

係
す
る
学
校
間
で
統
合
の
可
否
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
検
討
の
結
果
、
統
合
の
合
意
が
得
ら
れ
た
場
合
に
は
、

学
校
統
合
準
備
委
員
会
を
設
置
し
、
統
合
に
向
け
た
具
体
的
な
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

随
時
、
協
議
会
だ
よ
り
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

秋田市教育委員会
学校適正配置推進室
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秋
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
学
校
適

正
配
置
」
で
検
索
す
る
か
、
こ
ち
ら
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。


